
平
成
二
十
五
年
度

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

期
日　

十
一
月
十
六
日（
土
）・
十
七
日（
日
）・
十
八
日（
月
）

会
場　
　

三
重
大
学（
共
通
教
育
校
舎
一
号
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
階　

一
二
〇
教
室
）

〒
514-

8507　

三
重
県
津
市
栗
真
町
屋
町
一
五
七
七

共
催　
　

三
重
大
学
人
文
学
部

一
、
出
欠
の
葉
書
を
十
月
二
十
一
日（
月
）必
着
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
、
名
簿
台
帳
の
資
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、

学
会
事
務
局
（
上
智
大
学
文
学
部
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
千
円
、
懇
親
会
費
五
千
円
で
す
。

一
、
送
金
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
〇
〇
八
四
〇
｜
九
｜
二
一
五
〇
七
九
、

口
座
名
「
吉
丸
雄
哉
」
）
で
、
十
月
二
十
五
日（
金
）ま
で
に
振
り
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
替
用
紙
に
は
、
必
ず
内
訳
を
御
記
入
く
だ
さ

い
。
参
加
費
の
み
の
方
は
、
当
日
会
場
で
も
申
し
受
け
ま
す
。

一
、
大
会
二
日
目
（
十
一
月
十
七
日
）
日
曜
日
の
昼
食
に
弁
当
（
千
円
）
を
用
意

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
同
封
の
振
替
用
紙
で
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
に
不
参
加
で
、
発
表
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、
出
欠
葉
書
の
当
該
欄
に

御
記
入
の
上
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
て
、
資
料
請
求
代
千
円
を
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
大
会
終
了
後
、
資
料
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
十
一
月
十
八
日
）
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
特
に
専
用
貸
切
バ
ス
等

の
用
意
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ

ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
り
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の

振
込
用
紙
は
『
近
世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
三
重
大
学
大
会
事
務
局

　

三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科　

吉
丸
雄
哉

　
　
　

〒
514-

8507　

三
重
県
津
市
栗
真
町
屋
町
一
五
七
七

　
　
　
　

電
話　

〇
五
九
｜
二
三
一
｜
九
〇
九
五（
直
通
）

　
　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

yoshim
aru@

hum
an.m

ie-u.ac.jp



日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
度
秋
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
会
場
校
代
表　

吉　

丸　

雄　

哉

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表　

木　

越　
　
　

治

〔
事
務
局
連
絡
先
〕

　
　
　

〒
102-

8554　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
七
｜
一

　
　
　
　
　
　

上
智
大
学
文
学
部
国
文
学
科　

木
越
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

〇
三
｜
三
二
三
八
｜
三
六
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
｜
六
三
六
九
｜
四
二
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

e-m
ail kigoshi@

sophia.ac.jp

【
会
　
場
】 

三
重
大
学

【
行
　
事
】

第
一
日
　
十
一
月
十
六
日（
土
）

委
　
員
　
会 

（
一
二
・
三
〇
～
一
三
・
五
〇
）

委
員
会
会
場
　
共
通
教
育
校
舎
一
号
館
二
階
　
二
〇
五
教
室

大
会
受
付 

（
一
三
・
〇
〇
）

開
会
時
間 

（
一
四
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会 

（
一
四
・
一
〇
～
一
六
・
二
五
）

研
究
発
表
会
会
場
　
共
通
教
育
校
舎
一
号
館
一
階
　
一
二
〇
教
室

１　
『
英
草
紙
』第
六
篇「
三
人
の
妓
女
趣
を
異
に
し
て
各
名
を
成
す
話
」の
典
拠
に
つ
い
て 

　
　

 　

名
古
屋
大
学（
院
）　

劉　
　
　

菲　

菲

２　
『
世
間
妾
形
気
』遊
女
藤
野
の
人
物
像
―『
繁
野
話
』第
八「
白
妙
」と
の
対
照
を
手
が
か
り
に
― 

 

京
都
大
学（
院
）　

野　

澤　

真　

樹

３　
『
両
総
紀
行
』考
―
虚
構
化
す
る
紀
行
、
虚
構
化
す
る
人
生
― 

 
 

 

国
文
学
研
究
資
料
館（
非
）　

牧　

野　

悟　

資

４　

馬
琴
作
合
巻『
百
物
語
長
者
万
燈
』の
改
題
改
刻
本『
白
鼠
忠
義
物
語
』の
稿
本 

 
 

　
　

 

同
朋
大
学　

服　

部　
　
　

仁

和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
会 

（
一
六
・
四
〇
～
一
七
・
四
〇
） 

 
 

 
 

　
　

 　

広
報
企
画
委
員
会

懇
　
親
　
会 

（
一
八
・
〇
〇
～
二
〇
・
〇
〇
）

懇
親
会
会
場
　
第
一
食
堂



第
二
日
　
十
一
月
十
七
日（
日
）

大
会
受
付 

（
九
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
　
午
前
の
部（
一
〇
・
〇
〇
～
一
二
・
一
五
）

研
究
発
表
会
会
場
　
共
通
教
育
校
舎
一
号
館
一
階
　
一
二
〇
教
室

１　

上
方
版『
私
可
多
咄
』考 

 
 

 
 

 
 

　
　

 　

名
古
屋
大
学（
院
）　

河　

村　

瑛　

子

２　
『
藻
屑
物
語
』『
雨
夜
物
語
』諸
本
考 

―
『
男
色
義
理
物
語
』の
剽
窃
箇
所
を
め
ぐ
っ
て
― 

　
　
　

 

早
稲
田
大
学（
院
）　

大　

友　

雄　

輔

３　
『
俳
諧
女
歌
仙
』の
成
立 

 
 

 
 

 
 

　
　
　

 

早
稲
田
大
学（
院
）　

木　

下　
　
　

優

４　

芭
蕉
と
奈
良
の
町 

 
 

 
 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

和
光
大
学　

深　

沢　

眞　

二

昼
　
休
　
み（
一
二
・
一
五
～
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
共
通
教
育
校
舎
一
号
館
二
階
　
二
〇
五
教
室

研
究
発
表
会
　
午
後
の
部（
一
三
・
三
〇
～
一
五
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
共
通
教
育
校
舎
一
号
館
一
階
　
一
二
〇
教
室

１　
『
本
朝
二
十
不
孝
』「
我
と
身
を
焦
が
す
釜
が
淵
」試
論 

 
 

 

　
　

 

愛
知
教
育
大
学（
院
）　

中　

村　

雅　

未

２　

享
保
期
江
戸
歌
壇
と
神
田
神
社 

 
 

 
 

　
　
　
　

 

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫　

一　

戸　
　
　

渉

３　

琴
学
の
受
容
と
再
興
に
見
る
近
世
日
本
の
学
術
の
動
向
―
人
見
竹
洞
・
荻
生
徂
徠
・
村
井
琴
山
を
中
心
に
―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　
　

 

佐
賀
大
学　

中　

尾　

友
香
梨

講
演（
一
五
・
一
五
～
一
六
・
一
五
）

　
　

文
芸
活
動
と
伊
勢
商
人　
　

 
 

 
 

 
 

 

　
　

 

南
山
大
学　

安　

田　

文　

吉

閉
　
　
　
会（
一
六
・
二
〇
）

第
三
日
　
十
一
月
十
八
日（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

図
書
展
示
　
三
重
の
風
土
と
文
学

日
時
　
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日（
火
）
～
十
一
月
二
十
六
日（
火
）

 

※
石
水
博
物
館
所
蔵
資
料
の
展
示
は
十
一
月
十
三
日（
水
）
～
十
九
日（
火
）

場
所
　
三
重
大
学
附
属
図
書
館
玄
関
ロ
ビ
ー



『
英
草
紙
』第
六
篇「
三
人
の
妓
女
趣
を
異
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　 

各
名
を
成
す
話
」の
典
拠
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

名
古
屋
大
学（
院
）　

劉　
　
　

菲　

菲

　

都
賀
庭
鐘『
英
草
紙
』第
六
篇
の
典
拠
と
し
て
は
、
従
来「『
青
瑣
高
議
』の

「
王
幼
玉
記
」、『
喩
世
明
言
』の「
衆
名
姫
春
風
弔
柳
七
」の
一
節
」等
が
示
さ
れ

て
き
た
。
が
、
こ
れ
ら
よ
り
も『
緑
窗
女
史
』が
典
拠
と
し
て
よ
り
適
切
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
該
書
は
明
の
秦
淮
寓
客
が
編
ん
だ
類
書
で
、
全
十
四
巻
。

『
舶
載
書
目
』に
は
日
本
に
舶
来
し
た
記
録
が
見
ら
れ
ぬ
も
の
の
、
全
国
漢
籍

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
明
版
唐
本
の
伝
本
が
尊
経
閣
文
庫
、
京
都
大
学
、

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
内
閣
文
庫
、
立
命
館
大
学
に
現
存
す
る
。
そ
の

巻
十
二「
青
楼
」の
部
に
王
幼
玉
を
含
む
歴
代
の
名
妓
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。

　

本
発
表
で
は
、
ま
ず
第
一
話
の「
王
幼
玉
記
」を
翻
案
し
た
箇
所
に
つ
い
て
、

『
青
瑣
高
議
』や
そ
の
他
の
類
書
に
載
る
王
幼
玉
の
話
と
本
文
を
比
較
対
照

し
、
庭
鐘
が
直
接
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
は『
緑
窗
女
史
』で
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
例
え
ば
、「
只
寒
中
の
花
の
未
だ
開
け
ざ
る
風
情
あ
り
」に
対
応
す
る

箇
所
が『
青
瑣
高
議
』等
で
は「
寒
芳
未
吐
」と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
緑
窗

女
史
』の
み「
寒
花
未
吐
」と
あ
る
。
ま
た
、「
入
つ
て
は
舅
姑
に
事
へ
」と
い
う

表
現
も
、『
青
瑣
高
議
』で
は「
留
事
舅
姑
」、
一
方『
緑
窗
女
史
』で
は「
入
則
事

舅
姑
」と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
出
典
不
明
と
さ
れ
て
き
た
第
二・
三
話
の
原
拠
に
つ

い
て
も
、『
緑
窗
女
史
』巻
十
二「
青
楼
」所
収
の「
馬
湘
蘭
伝
」に
あ
る
こ
と
を

示
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
庭
鐘
は
馬
湘
蘭
の
人
物
像
を
檜
垣
と
鄙
路
の
そ
れ

に
反
映
さ
せ
、
ま
た
馬
湘
蘭
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
第
二
話
と
第
三
話
に
取
り

込
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
。

『
世
間
妾
形
気
』遊
女
藤
野
の
人
物
像

　
　

― 『
繁
野
話
』第
八「
白
妙
」と
の
対
照
を
手
が
か
り
に 

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

京
都
大
学（
院
）　

野　

澤　

真　

樹

　

上
田
秋
成
の
二
作
目
の
浮
世
草
子
、『
世
間
妾
形
気
』に
収
め
ら
れ
る
遊

女
藤
野
の
話
に
は
、
男
が
女
に
物
を
打
ち
明
け
か
ね
る
場
面
、
話
の
転
機

に
お
け
る
海
賊
の
存
在
、
女
が
経
を
写
す
場
面
な
ど
、
都
賀
庭
鐘
の『
繁

野
話
』第
八「
江
口
の
遊
女
薄
情
を
憤
り
て
珠
玉
を
沈
む
る
話
」を
想
起
さ

せ
る
箇
所
が
散
見
す
る
。
し
か
し『
繁
野
話
』の
白
妙
が
安
方
に
裏
切
ら

れ
な
が
ら
も
、
貞
節
を
守
る
た
め
に
入
水
し
て
自
ら
命
を
絶
っ
た
の
に
対

し
、『
世
間
妾
形
気
』の
藤
野
は
夫
で
あ
る
才
太
郎
の
死
を
知
っ
た
後
も
、

生
き
て
遊
女
と
し
て
の
年
季
を
勤
め
あ
げ
る
こ
と
を
選
ぶ
。
こ
こ
で
の
藤

野
の
決
断
は
、『
繁
野
話
』の
白
妙
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

上
田
秋
成
の
後
の
作
品
に
は「
烈
女
」と
評
さ
れ
る
女
が
し
ば
し
ば
登

場
す
る
。
貞
節
の
た
め
に
命
を
絶
っ
た『
繁
野
話
』の
白
妙
が「
烈
女
」に
あ

た
る
の
に
対
し
、
藤
野
の
選
択
は「
烈
女
」の
そ
れ
と
は
ほ
ど
遠
い
。

　

話
の
終
盤
で
、
親
方
の
岸
屋
は
、
夫
の
死
を
知
り
泣
き
惑
う
藤
野
を「
女

ゴ
ら
し
き
人
」と
表
現
す
る
。
秋
成
の
意
図
す
る「
女
ゴ
」ら
し
さ
と
は
ど

う
い
っ
た
も
の
か
。
彼
は
後
に『
ま
す
ら
を
物
語
』で
登
場
人
物
の
言
を
借

り
、「
烈
女
」は「
を
み
な
し
か
ら
ぬ
も
の
」で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
岸
屋

の「
女
ゴ
ら
し
き
人
」と
い
う
言
葉
は
、
夫
を
一
途
に
思
い
続
け
る
藤
野
を

称
賛
す
る
と
と
も
に
、「
烈
女
」で
あ
る
白
妙
の
よ
う
に
貞
節
を
守
っ
て
死

を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
遊
女
と
し
て
身
の「
貞
節
」を
擲
っ
て
で
も
、
生
き

て
亡
き
夫
と
主
人
へ
の「
義
理
」を
全
う
す
る
藤
野
の
在
り
方
を
言
い
表

し
た
も
の
で
あ
る
。



『
両
総
紀
行
』考

　
　

― 
虚
構
化
す
る
紀
行
、
虚
構
化
す
る
人
生 

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

国
文
学
研
究
資
料
館（
非
）　

牧　

野　

悟　

資

　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵『
両
総
紀
行
』は
、
歌
枕
の
旅
に
出
る
こ
と
を
思

い
立
っ
た
二
代
目
算
木
有
政
が
、
文
化
元
年
三
月
一
〇
日
に
下
総
国
海
上

郡
成
田
村
の
自
庵
を
出
発
し
、
同
月
一
八
日
に
か
け
て
上
総
国
武
射
郡
屋

形
村
ま
で
の
道
中
に
住
む
知
人
達
を
訪
問
し
て
回
っ
た
際
の
紀
行
で
あ
る
。

　
『
若
樹
文
庫
収
得
書
目
』は
、
こ
の
作
品
を
大
正
四
年
に
入
手
し
た
大
野

洒
竹
の
旧
蔵
書
で
、「
真
顔
自
筆
文
化
元
年
三
月
ノ
紀
行
」と
す
る
。
さ
ら

に
昭
和
一
一
年
一
一
月
に
文
行
堂
主
催
古
書
入
札
交
換
会
に
出
品
さ
れ
、

川
瀬
一
馬
に
よ
っ
て
落
札
さ
れ
た
こ
と
が
、
添
付
さ
れ
た
備
忘
録
か
ら
分

か
る
。
会
の
時
に
付
さ
れ
て
い
た
野
崎
左
文
筆
の
た
す
き
に
は
、「
真
顔
翁

両
総
紀
行
稿
本　

林
若
樹
氏
出
品
」と
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
ま
ず
こ
の
作
品
が
二
代
目
算
木
有
政
の
作
品
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
行
程
及
び
内
容
か
ら『
常
総
庵
有
政
陽
炎
日
記
』の
冒
頭
部

分
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
行
脚
す
る
狂
歌
師
の
地
方
に
お

け
る
活
動
実
態
が
垣
間
見
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
史
料
と
し
て
の
有
用
性
を

明
ら
か
に
す
る
。
一
方
で
、
旅
立
ち
と
そ
れ
に
伴
う
回
顧
・
惜
別
と
い
う

明
確
な
主
題
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
主
題
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
内
容
を
含
む
、
極
め
て
文
学
的
な
作
品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
有
政
は
後
に
荷
田（
羽
倉
）訓
之
を
名
乗
り
、
荷
田
春
満（
蒼
生
子
）

の
子
孫
の
如
く
振
る
舞
う
が
、
周
辺
資
料
か
ら
詐
称
の
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
本
作
品
に
そ
の
萌
芽
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

馬
琴
作
合
巻『
百
物
語
長
者
万
燈
』の

　
　
　
　
　
　
改
題
改
刻
本『
白
鼠
忠
義
物
語
』の
稿
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
朋
大
学　

服　

部　
　
　

仁

　

文
化
十
四
年
正
月
岩
戸
屋
喜
三
郎
刊『
百
物
語
長
者
万
燈
』（
曲
亭
馬
琴
作
、

勝
川
春
亭
画
）と
い
う
合
巻
の
改
題
改
刻
本
が
、
天
保
十
五
年
正
月
菊
屋
幸

三
郎
刊『
白
鼠
忠
義
物
語
』（
曲
亭
馬
琴
作
、
歌
川
貞
重
画
）と
い
う
合
巻
で
あ

る
。
両
者
の
大
き
な
相
違
点
は
四
点
あ
る
。

　

ま
ず
第
一
は
、『
百
物
語
長
者
万
燈
』と
い
う
題
を『
白
鼠
忠
義
物
語
』に
改

題
し
た
こ
と
。
第
二
の
違
い
は
画
師
が
勝
川
春
亭
か
ら
歌
川
貞
重
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、表
紙
画
、挿
画
が
改
変
さ
れ
た
こ
と
。
第
三
の
違
い
は『
百

物
語
長
者
万
燈
』が
二
巻
六
冊
三
十
丁
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
白
鼠
忠
義
物

語
』は
三
巻
六
冊
二
十
九
丁
と
い
う
合
巻
と
し
て
は
変
則
的
な
体
裁（
普
通
は

五
丁
の
倍
数
）で
あ
る
こ
と
。
第
四
の
違
い
は
、
改
刻
に
当
た
っ
て
本
文
を

多
少
改
変
、
削
除
し
た
こ
と
、
と
い
う
四
点
で
あ
る
。
第
二
の『
白
鼠
忠
義

物
語
』の
表
紙
が
と
て
も
合
巻
の
表
紙
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
地
味
に
な
っ
て

い
る
こ
と
と
、
第
三
の『
白
鼠
忠
義
物
語
』が
全
二
十
九
丁
と
い
う
変
則
的
な

体
裁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
天
保
改
革
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
た

か
ら
で
あ
る
こ
と
、
間
違
い
な
い
。

　

先
般
、
こ
れ
ら
の
合
巻
の
い
ず
れ
か
の
草
稿
本
と
思
わ
れ
る「
観
潮
閣
文

庫
」（
森
鴎
外
）「
牽
舟
文
庫
」（
森
鴎
外
、
あ
る
い
は
弟
森
潤
三
郎
）と
い
う

蔵
書
印
が
捺
し
て
あ
る
羽
鳥
孝
明
氏
蔵
の
写
本
を
寓
目
す
る
こ
と
を
得
た
。

馬
琴
の
筆
跡
で
は
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く『
白
鼠
忠
義
物
語
』の
草
稿
本
と
考

え
ら
れ
る
が
、『
百
物
語
長
者
万
燈
』、
草
稿
本
、『
白
鼠
忠
義
物
語
』の
三
本

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
題
改
刻
本
製
作
の
際
に
必
然
的
に
起

こ
る
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
る
。



上
方
版『
私
可
多
咄
』考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

名
古
屋
大
学（
院
）　

河　

村　

瑛　

子

　

中
川
喜
雲
の
著
し
た『
私
可
多
咄
』は
、
初
期
の
噺
本
と
し
て
重
要
で
あ

る
が
、
万
治
二
年
九
月
の
上
方
版
は
所
在
不
明
で
、
寛
文
十
一
年
の
江
戸

鱗
形
屋
版
の
み
が
現
存
す
る
。
そ
の
書
名
は
、
後
年
の
元
禄
頃
隆
盛
を
迎

え
る
こ
と
と
な
る「
仕
形
咄
」（
ト
書
き
風
の
説
明
を
省
略
し
、
身
振
り
を

交
え
て
表
現
す
る
一
人
芝
居
的
な
話
芸
）を
意
味
す
る
も
の
の
、
内
容
的

に
は
そ
の
要
素
が
希
薄
で
あ
る
と
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

山
東
京
伝『
骨
董
集
』が
引
用
す
る
上
方
版
の
一
部
と
、
該
当
す
る
江
戸

版
の
本
文
と
の
間
に
は
看
過
し
が
た
い
異
同
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
万
治
二

年
九
月
の
書
写
奥
書
を
持
つ『
徳
元
玄
札
両
吟
百
韻
』（
天
理
図
書
館
蔵
）

は
、
尾
張
鳴
海
の
富
豪
俳
人
、
下
里
知
足
の
自
筆
で
、
表
題
の
百
韻
の
外

に
、
俳
諧
・
和
歌
・
笑
話
・
書
籍
目
録
等
を
含
む
雑
記
で
あ
る
が
、
同
書

に
引
く
笑
話
四
十
二
話
の
う
ち
、
四
十
一
話
が
江
戸
版『
私
可
多
咄
』の
内

容
に
共
通
し
、
し
か
も
大
き
な
異
同
が
あ
る
。『
徳
元
玄
札
両
吟
百
韻
』所

収
話
は
、
江
戸
版
に
比
し
て
ト
書
き
が
極
端
に
少
な
く
、
成
立
時
期
よ
り

見
て
も
、
失
わ
れ
た
上
方
版『
私
可
多
咄
』よ
り
抄
出
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。

　

一
般
に
、
近
世
前
期
に
お
け
る
上
方
咄
本
の
江
戸
重
版
で
は
、
話
の
追

加
や
削
除
、文
辞
の
変
更
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
上
方
版『
私
可
多
咄
』は
、

当
時
の
仕
形
咄
の
世
界
を
写
実
的
に
文
章
化
し
た
書
で
あ
っ
た
が
、
江
戸

で
は
そ
の
試
み
が
理
解
さ
れ
ず
に
本
文
が
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
上
方
版『
私
可
多
咄
』は
、
書
名
に
ふ
さ
わ
し
い
文
学
的
先
進

性
を
有
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

『
藻
屑
物
語
』『
雨
夜
物
語
』諸
本
考

　
　

― 『
男
色
義
理
物
語
』の
剽
窃
箇
所
を
め
ぐ
っ
て 

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

早
稲
田
大
学（
院
）　

大　

友　

雄　

輔

　

寛
永
十
七
年
に
起
き
た
浅
草
慶
養
寺
に
お
け
る
伊
丹
右
京
・
舟
川
采
女

両
名
の
自
刃
と
い
う
実
事
件
に
取
材
し
た
作
品
が
、『
藻
屑
物
語
』お
よ
び

そ
の
異
本
と
さ
れ
る『
雨
夜
物
語
』で
あ
る
。
こ
の
二
作
品
は
写
本
で
の
み

伝
わ
っ
て
い
る
が
、
山
の
八『
風
流
嵯
峨
紅
葉
』や
石
川
流
宣『
好
色
江
戸

む
ら
さ
き
』、
西
鶴『
男
色
大
鑑
』、
作
者
不
詳『
男
色
義
理
物
語
』等
、
本

文
の
剽
窃
を
含
ん
だ
多
く
の
影
響
作
品
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
本
作
に
つ

い
て
の
研
究
は
少
な
く
、『
藻
屑
物
語
』の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
早
大
蔵

馬
琴
筆
写
本
が
主
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
存
す
る『
藻
屑
物
語
』六
部『
雨
夜
物
語
』三
部
を
校

合
し
た
結
果
、
こ
の
早
大
本
を『
藻
屑
物
語
』の
代
表
的
テ
キ
ス
ト
と
す
る

こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
い
た
っ
た
。
管
見
の『
藻
屑
物
語
』

六
部
の
写
本
の
う
ち
、
早
大
本
・
東
大
本
・
吉
田
幸
一
氏
旧
蔵
本
の
三
部

（
Ａ
群
）は
、
前
書
の
内
容
及
び
本
文
の
比
較
か
ら
、
東
大
本
に
写
さ
れ
た

天
明
五
年
筆
写
本
以
前
に
は
書
写
時
期
を
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
残
る
神
宮
文
庫
本
・
中
之
島
図
書
館
本
・
筑
波
大
本
の

三
部（
Ｂ
群
）は
、
こ
の
Ａ
群
の
写
本
と
は
異
同
が
多
く
、
む
し
ろ『
雨
夜

物
語
』に
近
い
本
文
を
も
つ
。
だ
が
Ｂ
群
の
写
本
に
は
、
Ａ
群
に
も『
雨
夜

物
語
』に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
叙
述
が
存
在
す
る
。
元
禄
十
六
年
刊
の『
男

色
義
理
物
語
』が
そ
の
部
分
を
含
め
て
、
Ｂ
群
の
本
文
を
ほ
ぼ
全
文
に
わ

た
っ
て
剽
窃
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
群
の
写
本
こ
そ
が
、
祖
本
に
近
い

『
藻
屑
物
語
』で
あ
る
と
考
え
る
。



『
俳
諧
女
歌
仙
』の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

早
稲
田
大
学（
院
）　

木　

下　
　
　

優

　
『
俳
諧
女
歌
仙
』は
貞
享
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
西
鶴
自
画
自
筆
本
で
あ

る
。
現
在
ま
で
姿
絵
の
一
部
の
研
究
が
わ
ず
か
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
成

立
や
編
纂
様
式
に
は
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
岡
本
勝
氏
の

「『
古
今
俳
諧
女
歌
仙
』の
挿
絵
」（『
近
世
文
学
論
叢
』所
収
・
二
〇
〇
九
）

で
は『
新
女
歌
仙
』『
続
女
歌
仙
』（
寛
文
元
年
）と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
た

が
、
本
発
表
で
は
両
書
よ
り
も
菱
川
師
宣
の『
団
扇
絵
づ
く
し
』（
天
和
二

年
）に
、
前
書
き
と
姿
絵
の
類
似
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
西
鶴
諸
国

は
な
し
』（
貞
享
二
年
刊
）に
は
、師
宣
画
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

『
俳
諧
女
歌
仙
』成
立
に
お
い
て
も
師
宣
作
品
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
な

ら
ば
、「（『
女
歌
仙
』を
）手
本
に
し
て
よ
り
か
か
っ
た
形
で
作
り
上
げ
た
」

と
す
る
岡
本
氏
の
論
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
作
品
の
姿
絵
に
施
さ
れ
た
花
模
様
に
は『
好
色
一
代
男
』と

『
高
名
集
』に
全
く
同
じ
図
柄
が
見
え
、
こ
の
花
模
様
は
天
和
二
年
に
西
鶴

が
好
ん
で
描
い
た
と
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
作
品
の
成
立
時
期
は

刊
行
年
を
遡
っ
て
、
前
述
二
作
と
近
い
時
期
に
描
か
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
さ
ら
に
、『
俳
諧
女
歌
仙
』に
収
め
ら
れ
た
作
者
の
他
作
品
に
お
け
る

入
集
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
ど
の
俳
書
に
も
署
名
が
無
く
西
鶴
の
生
存

期
間
よ
り
も
か
な
り
前
に
存
在
し
た
人
物
が
見
え
る
他
、
実
在
し
た
事
実

さ
え
怪
し
い
作
者
を
数
名
含
む
。
本
作
品
は
西
鶴
の
創
作
に
よ
る
作
句
や

人
物
が
混
在
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。

芭
蕉
と
奈
良
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

和
光
大
学　

深　

沢　

眞　

二

　

元
禄
七
年
九
月
九
日
に
奈
良
で
詠
ま
れ
た
芭
蕉
発
句
、

　
　

菊
の
香
や
な
良
に
は
古
き
仏
達　
　
　
　
　
（『
笈
日
記
』）

は
、
旅
程
な
ど
か
ら
見
て
、
奈
良
の
仏
像
群
を
拝
観
し
て
の
作
で
は
あ
り

え
な
い
。
こ
れ
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』所
収「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
仏

た
ち
わ
が
た
つ
杣
に
冥
加
あ
ら
せ
た
ま
へ
／
伝
教
大
師
」の
歌
を
背
景
に

し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
酒
呑
童
子
物
の
室
町
物
語
や
能

に
取
り
込
ま
れ
て
広
ま
っ
た
。
さ
ら
に
は
、『
俳
諧
類
船
集
』に「
我
立
杣
」

の
項
目
が
あ
り
付
合
語
と
し
て「
仏
た
ち
」が
登
録
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
近

世
初
期
俳
諧
に
お
け
る
さ
か
ん
な
利
用
が
確
認
で
き
る
。
そ
う
し
た
見
地

か
ら「
今
日
は
重
陽
、菊
の
節
句
。
折
か
ら
奈
良
の
町
に
は
菊
の
香
が
漂
っ

て
い
る
。
伝
教
大
師
が
比
叡
山
で『
冥
加
』を
求
め
た『
仏
達
』と
同
じ
よ
う

に
、
目
に
は
見
え
な
く
と
も
、
き
っ
と
、
奈
良
の
町
に
は
古
き『
仏
達
』が

お
わ
し
て
町
を
守
護
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
菊
の
香
は
、
こ
の
奈
良
の

町
に『
仏
達
』が
お
わ
し
ま
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」と
、
芭

蕉
の
発
句
を
解
釈
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

な
お
、
芭
蕉
が
こ
の
年「
な
良
の
旧
都
の
重
陽
を
か
け
ん
と
」（『
笈
日

記
』）し
た
の
に
は
、
前
年
十
月
九
日
の
素
堂
亭
に
お
け
る「
菊
園
之
遊
」の

雅
会
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
芭
蕉
は
素
堂
の
影
響
の
下
に
重
陽

の
味
わ
い
を
認
識
し
、
元
禄
七
年
の
重
陽
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場

所
と
し
て「
旧
都
」で
あ
る
奈
良
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
奈
良
に
関
わ
る
芭
蕉

の
詠
作
を
見
わ
た
す
と
、
何
よ
り
も
ま
ず
奈
良
の
古
雅
な〈
町
並
み
〉を
こ

そ
、
賞
美
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



『
本
朝
二
十
不
孝
』「
我
と
身
を
焦
が
す
釜
が
淵
」試
論
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本
発
表
で
は
、『
本
朝
二
十
不
孝
』の
中
で「
唯
一
の
モ
デ
ル
明
示
の
章
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
巻
二
の
一「
我
と
身
を
焦
が
す
釜
が
淵
」を
検
討
す

る
。
こ
の
話
で
は
、
子
・
父
・
盗
賊
と
し
て
の
三
つ
の
側
面
か
ら
独
自
の

石
川
五
右
衛
門
像
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、「
盗
跖
・
長
範
」に
勝
る
盗
賊
と
記
さ

れ
て
い
る
点
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
五
右
衛
門
の
仲
間
の
名
を
列
挙
す
る
趣
向
と
謡
曲『
熊
坂
』、
幸
若

舞
曲『
烏
帽
子
折
』と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、「
盗
跖
」の
名
か

ら
想
起
さ
れ
る
、『
荘
子
』雑
篇
・
盗
跖
第
二
十
九
、
す
な
わ
ち「
孔
子
の

倒
れ
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
本
話
の
五
太
夫
の
異
見
の
場
面
を
関
連
さ
せ
つ

つ
論
じ
る
。
こ
の
盗
跖
第
二
十
九
の
日
本
に
お
け
る
受
容
史
を
視
野
に
入

れ
、
特
に『
宇
治
拾
遺
物
語
』最
終
話
に
注
目
し
て
本
話
を
解
釈
す
る
こ
と

で
、
本
話
に
お
け
る
観
衆
の
反
応
の
独
自
性
と
五
太
夫
の
異
見
の
両
義
性

（
子
へ
の
心
配
／
不
道
徳
）が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

　

そ
の
上
で
、
処
刑
の
場
面
に
お
け
る
観
衆
を
松
本
治
太
夫
正
本『
石
川

五
右
衛
門
』と
は
対
照
的
に
五
右
衛
門
を
嘲
笑
す
る
も
の
と
し
た
こ
と

が
、
か
え
っ
て「
五
右
衛
門
の
実
子
へ
の
一
抹
の
愛
情
」と
い
う
読
み
を
捨

象
し
が
た
く
さ
せ
て
い
る
点
を
検
討
し
、
併
せ
て
大
悪
人
石
川
五
右
衛
門

と
そ
の
被
害
を
受
け
た
父
親
と
い
う
構
図
を
再
考
し
た
い
。

享
保
期
江
戸
歌
壇
と
神
田
神
社
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『
波
那
乃
枝
折
』と
題
さ
れ
た
近
代
写
本（
発
表
者
架
蔵
）の
中
に
、
神
田

神
社
神
主
芝
崎
好
安（
好
高
）亭
に
お
い
て
享
保
十
年
三
月
二
十
二
日
に

催
さ
れ
た
新
出
の
歌
会
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
芝
崎
家
は
荷
田
春
満

の
江
戸
滞
在
中
の
強
力
な
後
援
者
で
あ
っ
た
が
、
当
該
歌
会
に
は
同
家
を

は
じ
め
と
す
る
神
田
神
社
社
家
の
面
々
に
加
え
て
、
江
戸
小
石
川
御
薬
園

預
に
し
て
中
院
通
茂
門
の
江
戸
堂
上
派
歌
人
芥
川
元
風
、
水
戸
藩
医
で
蘐

園
派
詩
人
と
も
交
渉
の
あ
る
吉
田
慎
斎
、
書
家
で
成
島
信
遍
と
も
親
し
い

曹
洞
宗
の
東
湖
和
尚
ら
の
名
が
見
え
る
。
近
時
、
調
査
が
進
ん
で
い
る
東

丸
神
社
所
蔵
資
料
中
に
も
上
記
の
人
名
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら

は
神
田
神
社
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
春
満
ら
と
共
に
雅
交
に
興
じ
て

い
た
集
団
と
目
さ
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
彼
ら
春
満
門
弟
な
い
し
そ
の
周
辺
人
物
の
う
ち
、
絵
入

教
訓
書『
君
臣
和
合
物
語
』（
享
保
三
年
刊
）及
び『
茗
荷
艸
』（
享
保
十
五

年
刊
）、
法
帖
兼
漢
詩
集『
和
寒
山
詩
』（
元
文
四
年
刊
）等
の
著
作
が
あ
る

東
湖
和
尚
に
焦
点
を
あ
て
、
松
風
也
軒
撰『
今
代
和
歌
渚
の
松
』（
寛
延
元

年
刊
）に
春
満
や
東
湖
ら
の
和
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
手
掛

か
り
に
、
東
湖
の
伝
記
と
交
友
圏
の
広
が
り
を
解
明
す
る
。

　

更
に
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
従
来
江
戸
で
の
古
学
発
祥
の
拠
点
と
捉
え

ら
れ
て
き
た
神
田
神
社
と
い
う
場
を
、
享
保
期
前
後
に
江
戸
堂
上
派
歌
人

と
春
満
一
門
と
が
近
接
し
て
い
た
場
と
し
て
捉
え
返
す
こ
と
で
、
江
戸
歌

壇
史
に
お
け
る
真
淵
登
場
前
夜
の
実
態
解
明
を
試
み
た
い
。



琴
学
の
受
容
と
再
興
に
見
る
近
世
日
本
の
学
術
の
動
向

　
　

― 
人
見
竹
洞
・
荻
生
徂
徠
・
村
井
琴
山
を
中
心
に 

―
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文
人
の
嗜
む
べ
き「
琴
棋
書
画
」の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
七
絃
琴
が
、
奈

良
時
代
に
中
国
よ
り
伝
来
し
て
平
安
貴
族
の
間
で
も
て
は
や
さ
れ
、
後
に

衰
退
し
て
伝
承
を
失
っ
た
が
、
江
戸
初
期
に
明
僧
東
皐
心
越
が
来
日
し
た

こ
と
に
よ
り
再
興
を
見
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
琴
を
嗜
ん
だ
者
は
数
多
く
、
そ
の
身
分
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
く
心
越
の
伝
え
た
明
代
琴
楽
に
対
す
る
彼
ら
の
認

識
と
受
容
態
度
は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
く
、
そ
れ
は
ま
た
各
人
が
生

き
た
時
代
の
潮
流
及
び
彼
ら
が
信
奉
し
た
学
問
・
思
想
体
系
と
も
密
接
に

関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
昨
今
の
学
界
に
お
い
て
、
琴
学
そ
の
も
の

に
対
す
る
研
究
自
体
ま
だ
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
琴
学

の
受
容
を
近
世
の
学
術
の
動
向
の
中
で
考
え
る
視
点
も
著
し
く
欠
け
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
琴
学
受
容
史
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ

三
人
の
人
物
を
中
心
に
、
彼
ら
に
よ
る
琴
学
受
容
を
当
時
の
時
代
背
景
及

び
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
体
系
の
文
脈
の
中
で
論
じ
る
こ
と
を
試
み
る
。
少
し

具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
江
戸
前
期
の
人
見
竹
洞
に
つ
い
て
は
、
そ
の

琴
学
受
容
に
儒
仏
道
の
三
教
一
致
へ
の
是
認
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

中
国
の
琴
学
は
か
な
り
屈
折
し
た
形
で
近
世
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、

そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
一
人
が
竹
洞
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
江
戸

中
期
の
荻
生
徂
徠
に
つ
い
て
は
、
そ
の
琴
学
専
論
と
も
言
う
べ
き『
琴
学
大

意
抄
』が
ど
の
よ
う
な
経
緯
と
意
図
の
も
と
に
著
さ
れ
た
か
を
論
じ
、
さ
ら

に
江
戸
後
期
の
村
井
琴
山
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
学
思
想
が
琴
学
受
容
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
来
る

近
世
日
本
の
学
術
の
展
開
を
読
み
取
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
講
演
）　
文
芸
活
動
と
伊
勢
商
人
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三
重
県
津
市
に
あ
る「
公
益
財
団
法
人
石
水
博
物
館
」は
、
川
喜
田
家

十
六
代
当
主
半
泥
子
が
、
昭
和
五
年
に
千
歳
山
の
邸
宅
内
に
設
立
し
た
も

の
。
川
喜
田
家
は
津
を
根
拠
地
に
江
戸
・
京
に
店
を
構
え
て
木
綿
問
屋
を

営
ん
だ
伊
勢
商
人
で
あ
る
。
八
代
久
太
夫
政
美
ま
で
は
本
業
に
励
み
、
基

礎
を
固
め
た
が
、
九
代
久
太
夫
光
盛（
爾
然
斎
）以
降
は
、
本
業
の
傍
ら
文

芸
活
動
に
も
力
を
注
い
だ
。
歴
代
各
々
が
自
ら
の
興
味
に
従
っ
て
、和
歌
、

俳
諧
、
国
学
、
茶
道
、
本
草
学
な
ど
に
勤
し
み
、
資
料
の
収
集
に
も
力
を

注
ぎ
、後
継
者
が
こ
れ
を
継
承
・
保
管
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
近
代
に
到
っ

て
も
、
十
六
代
半
泥
子
の
陶
芸
、
松
坂
の
長
井
家
の
演
劇
資
料
の
買
い
取

り
な
ど
そ
の
活
動
は
衰
え
な
か
っ
た
。
本
業
の
商
業
資
料
を
含
め
、
歴
代

当
主
の
収
集
、
制
作
し
た
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
る
資
料
が
、
石
水
博
物
館

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文
芸
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
故
岡
本
勝
氏
が
そ
の

全
貌
を
把
握
す
べ
く
、
目
録
作
成
を
目
指
し
て
調
査
を
続
け
て
お
ら
れ
た

が
、
今
回
、
私
が
代
表
者
と
な
り「
江
戸
時
代
伊
勢
商
人
の
文
芸
活
動
の

研
究
ー
石
水
博
物
館（
津
市
）所
蔵
文
献
資
料
を
手
が
か
り
に
」の
課
題
で

平
成
21
～
24
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究
Ｂ
）を
受
け
、
近
世
文

化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
豪
商
の
足
跡
、
特
に
伊
勢
を
拠
点
に
東
西
の
文
化

に
拘
わ
っ
た
川
喜
田
家
の
活
動
と
い
う
視
点
で
、
石
水
博
物
館
の
所
蔵
資

料
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
馬
琴
の
新
出
著
作
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
及

び
中
世
・
中
古
に
及
ぶ
文
学
芸
能
の
新
出
資
料
が
確
認
さ
れ
、
一
部
は
公

刊
、
報
告
し
た
。
資
料
は
膨
大
で
未
だ
全
貌
を
把
握
す
る
に
至
っ
て
い
な

い
が
、
所
蔵
資
料
の
特
性
を
中
心
に
お
話
し
を
し
た
い
。
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■アクセス

＊大学周辺には食事をとる施設がございません。各自ご準備いただくか、
弁当の申し込み（表紙下段参照）をご利用ください。

近鉄津駅JR・から
1.　津駅前バスのりば「4 番」から三交バスで、
  　「白塚駅前」（06 系統）、「太陽の街」（40 系統）、「三重病院」（51 系統）、
  　「椋本（むくもと）」（52 系統）、「豊里ネオポリス」（52 系統）、
  　「サイエンスシティ」（52 系統）、「高田高校前」（56 系統）、
  　「三行（みゆき）」（53 系統）行きで、「大学前」下車。
  　（附属病院、医学部、工学部へは「大学病院前」下車）
2.　津駅からタクシーで約 10 分

近鉄江戸橋駅（三重大学前）から
  　徒歩で約 15 分

中部国際空港（セントレア）から
  　津エアポートラインで津なぎさまちへ 40 分
1.　「津なぎさまち」から三交バスで「津駅前」まで約 15 分
2.　「津なぎさまち」からタクシーで津駅まで約 10 分

懇親会場

委員会・
研究発表会会場


